
　列車運行時の電力デマンドを抑制する技術として，分散電
力制御技術を基礎とした列車運行電力デマンド制御の検討を
進め，別途開発してきた「列車運行電力シミュレータ」に本制
御のアルゴリズムを組み込み，列車運行電力デマンド制御の
効果予測を行ってきました。開発した制御アルゴリズムによ
り，ある時間帯毎の列車運行の平均使用電力を指定した目標
値付近に漸近収束させられることが，理論的およびシミュレー
ション計算で示されています。開発した制御アルゴリズムの
基礎検証のため，列車走行試験の計画を策定し，東急電鉄田
園都市線の長津田～中央林間にて列車走行試験を実施しまし
た。具体的には，開発した制御アルゴリズムを検証するのに
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適した試験列車の列車運行となるように，列車ダイヤ，列車
運転操縦，変電所測定，通信方式等の実施計画を策定しました。
　この結果，列車運行計画で想定した列車遅延の範囲とな
る検証走行試験を実施し，開発した制御アルゴリズムの電
力デマンド収束性について基礎検証ができました。
　本研究の一部は，国土交通省の鉄道技術開発費補助金を
受けて開発しました。


